
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
選
手
が
相
手
に
タ
グ
を

奪
わ
れ
な
い
よ
う
に
パ
ス
を
つ
な
ぎ
、
ト

ラ
イ
を
目
指
す
競
技
で
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
、
鈴
木
良

治
さ
ん
・
佳
世
さ
ん
（
美
国
町
）
と
石

川
一
寿
さ
ん
（
美
国
町
）
の
指
導
の
も

と
、
全
道
大
会
出
場
を
目
指
し
、
練
習

に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
息
詰
ま
る
接
戦
の
中
、

「
ブ
ル
ー
シ
ー
ズ
」
が
す
ば
や
い
パ
ス

ワ
ー
ク
や
相
手
の
隙
を
つ
い
た
攻
撃
と

堅
い
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
全
勝
し
、
見
事
、

２
年
連
続
で
全
道
大
会
の
切
符
を
掴
み

ま
し
た
。

　

「
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ズ
」
は
惜
し
く
も

敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
上
級
生
を

相
手
に
健
闘
し
、
次
に
繋
が
る
試
合
と

な
り
ま
し
た
。

　

１
月
13
日
に
北
広
島
市
総
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ
る
全
道
大
会
に
小
樽
支
部

代
表
と
し
て
「
ブ
ル
ー
シ
ー
ズ
」
が
出

場
し
ま
す
。
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

全
道
大
会
で
大
活
躍
で
き
る
よ
う
み
ん

な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
先
輩
た
ち
が
果
た
せ
な
か
っ
た

「
全
道
１
勝
」
の
目
標
を
目
指
し
、
一

生
懸
命
練
習
に
励
む
、積
丹
っ
子
の
「
タ

グ
ラ
グ
ビ
ー
」
に
今
年
も
期
待
で
す
。

　

第
16
回
全
国
小
学
生
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー

選
手
権
大
会
小
樽
支
部
予
選
が
、
12
月

14
日
、
積
丹
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
当
町
か
ら
「
ブ
ル
ー
シ
ー

ズ
」（
６
年
生
中
心
の
チ
ー
ム
）
と
「
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ズ
」（
４
・
５
年
生
チ
ー

ム
）
の
２
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
小
樽
市

１
チ
ー
ム
の
全
３
チ
ー
ム
総
当
た
り
戦

で
、「
ブ
ル
ー
シ
ー
ズ
」
が
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。

　

『
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
』
は
、「
タ
グ
」
と

呼
ば
れ
る
ひ
も
を
腰
の
左
右
に
付
け
、

今年も積丹っ子の“タグラグビー”に期待 !!

小樽支部予選で優勝！～２年連続全道大会へ～
積丹スポーツ

チャレンジクラブ

　様々な心配や悩みごとに身近な相談相手になって

くれる民生委員・児童委員が改選され、厚生労働大

臣と北海道知事から 17 名の方々が委嘱され、松井

町長から委嘱状が伝達されました。

　今回委嘱された委員の任期は、令和元年 12 月１

日から令和４年 11 月 30 日までの３年間です。各担

当地区で、住民の立場に立った活動を行いながら地

域の福祉の増進に努めていただきます。

　また、今回の任期満了で民生委員の吉田裕子さん

（美国町）、佐藤壽一さん（日司町）、主任児童委員の

廣和美恵子さん（余別町）が退任されました。長年

のご尽力に心から感謝します。

委員氏名

（電話番号）
担当地区

委員氏名

（電話番号）
担当地区

道房　裕

（44-2614）

小泊・厚苫

寺町・常盤

小原　一雄

（45-6552）
入舸町

三上　末子

（44-2467）

柳町・浜町

茶津

大坂　裕子

（45-6771）

日司町

（日司泊除く）

別所　範一

（44-2610）

西仲・中央

東浦

郷六　憲子

（45-6162）

野塚町

日司泊

山﨑　美枝子

（44-3171）

山岸

西浦

海田　富佐子

（45-6079）

野塚町

丸山

相川　政則

（44-2372）
栄町

外崎　晃記

（46-5075）

西河町

来岸町

谷橋　誠子

（44-3451）

多茂木

川上

安宅　範子

（46-5108）

余別町

神岬町

松葉　和弘

（44-2309）
婦美町

新井田　澄子

（46-5072）

余別町

神岬町

富士谷　哲朗

（45-6260）
幌武意町

委員氏名 電話番号

菊谷　知子（美国町） ４４－３６２１

吉田　美香子（余別町） ４６－５１２２

■主任児童委員

■民生委員・児童委員

１７名の各地区民生委員・
　　　児童委員を紹介します

（敬称略）

（敬称略）
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Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
（
静
岡
県
熱

海
市
）
で
は
、
小
学
生
を
対
象

に
毎
年
、
絵
画
と
書
写
の
全
国

規
模
の
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
小
樽
児
童
作
品
展
（
実
行

委
員
長:

中
村
裕
之
衆
議
）
で

は
、
11
月
10
日
に
市
立
小
樽
美

術
館
で
小
樽
市
、
余
市
町
、
仁

木
町
、
古
平
町
、
積
丹
町
の
児

童
の
入
賞
作
品
の
表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

当
町
か
ら
は
、
三
上
託た

く

ま摩
君

（
日
司
小
５
年
）
が
書
写
の
部
で

「
銀
賞
」、
佐
藤
美み

は

ね翔
さ
ん
（
美

国
小
５
年
）
が
「
佳
作
」、
野
宮

裕ゆ
う
せ
い成

君
（
余
別
小
４
年
）
が
絵
画

の
部
で
「
佳
作
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
鈴
木
雅み

や

の乃
さ
ん

（
美
国
小
６
年
）
が
「
積
丹
町
長

賞
（
絵
画
）」、三
上
球た

ま

き椿
さ
ん
（
日

司
小
４
年
）
が
「
積
丹
町
教
育
長

賞
（
書
写
）」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
の
審
査
講
評
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
講
評
が
大

勢
の
参
観
者
の
前
で
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館 

小
樽 

児
童
作
品
展

三
上 

託
摩
　
　 

（
日
司
小
５
年
）
書
写
の
部

佐
藤 

美
翔
　
　 

（
美
国
小
５
年
）
書
写
の
部

く
ん ん
さ

野
宮 
裕
成
　
　 

（
余
別
小
４
年
）
絵
画
の
部

▲銀賞の三上託摩君（十河教育長から伝達）

銀 
賞

佳 

作

佳 

作

く
ん

　

第
69
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
道
央
圏
の
中
学
生
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
で
、
応
募
作
品
数
２
，

９
１
２
点
の
中
か
ら
、
入
間
川

柊し

ゅ

う空
さ
ん
（
美
国
中
１
年
）
が
、
札

幌
地
方
推
進
委
員
会
の
「
優
秀
賞
」

に
選
ば
れ
、
12
月
11
日
、
役
場
町

長
室
で
松
井
町
長
よ
り
表
彰
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
人
と
し
て
の
心
づ
か
い
や
思
い

や
り
」
と
題
し
た
作
文
で
は
、「
多

く
の
人
が
協
力
し
、
助
け
合
う
こ
と

が
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
に
繋

が
る
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

　

入
間
川
さ
ん
は
、「
選
ば
れ
る
と

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
よ

う
な
賞
を
い
た
だ
け
て
嬉
し
い
で

す
。」
と
話
し
、
受
賞
を
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動　

作
文
に
応
募

入
間
川 

柊
空　
（
美
中
）

優
秀
賞
を
受
賞
！

　特別養護老人ホーム ゆうるりの入居者と町

民ボランティアによる「クリスマスツリー飾り

作り」が 12 月 10 日、ゆうるりで行われました。

　佐藤多美子さん（美国町）の呼びかけで集まっ

た９人のボランティアが、松ぼっくり
3 3 3 3 3

にリボン

や鈴などを付ける飾りを入居者 15 人に丁寧に

教えたり、サポートするなどして一緒に作りま

した。

　出来上がった飾りはクリスマスツリーにきれ

いに飾られ、ゆうるりの共有スペースに設置さ

れました。

　佐藤さんは、「今後も地域のみんなで支える

同施設のボランティア活動を続け、入居者と楽

しい時間を過ごしたい。」と話していました。

～広がるボランティア活動～

“ゆうるり”入居者と楽しい時間！

ん
さ
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